
H19.8.10 第１回藤嶺ＰＴＡフォーラム 「英語教育への期待」 開催の報告

☆ 藤嶺ＰＴＡでは、

① 先生方と保護者との交流 [ 特にクラスの枠を超えた先生との交流 ] 

② 保護者同士の交流 [ 学年の枠を超えた交流 ]

③ 相互の交流による藤嶺藤沢の発展、学習の場の醸成
を掲げＰＴＡ行事の企画を練っております

☆ このたび、これら３つの目標を目指し、

第１回藤嶺ＰＴＡフォーラム「英語教育への期待」を開催することと致しました

初めての試みでしたが大盛況となりましたので、当日の様子を以下にお伝え致します

フォーラム開会の挨拶

フォーラムアンケートのご意見 <抜粋>
○国際交流は興味があるので、参加生徒の体験談や現地ステイ先

の声、受け入れ家庭の感想など情報発信を求める意見があった

○習熟度別クラス廃止には賛否両論あり、もう一度、廃止に至った

経緯や優秀な生徒・遅れ気味の生徒への対応について

説明を求める意見が多数あった

○ご参加下さった３人の先生の熱意に保護者より感激の声が多く

寄せられた、加えて、他の教科の先生との交流を求める意見や

熱意・教え方の先生同士の水平展開を求める意見があった

→ 頂いたご意見は、校長先生・３名の先生にお渡し致しました

※ｱﾝｹｰﾄ集計結果の閲覧を検討しています、後日お知らせします

PTA 菅野会長

・今回「藤嶺ＰＴＡフォーラム」と題して先生方と保護者の教育にかかわる交流の場を作った

・我が子のことから少し距離を置いて「藤嶺の教育」をテーマに話し合う機会とした

・その趣旨で、今回はどの家庭でも心配している「英語教育」をテーマにした

・日夜、「英語教育」に情熱を傾けられている英語科の3人の先生方に、それぞれがお持ちの課題と

夢を語っていただくことで、保護者の期待を確かなものとしたい

・「英語」だけでなく、多様な切り口でテーマを設け、このフォーラムを今後定期的に開催したい

国際交流と英語教育

習熟度別クラスと英語教育

受験英語と英語教育

柏木 秀一 先生 （高校１年担任） →  自分の英語との出会いは大学時代のＥＳＳ
[ お話の概略 ]
・ ３０名の生徒を春休み中に、オーストラリアとニュージーランド交互にホームステイさせている

・またその逆にＣＢＣの生徒を受け入れし、希望の家庭にホームステイさせている

・異文化交流を体験させ、英語に対する学習意欲を高める目的で行っている

・このホームステイを経験した生徒が卒業後に海外留学する生徒もいる

・英語への意欲を出させるとともに、国際交流の意識を高める目的もある

・言葉は道具であり、コミニュケーション能力を高める訓練でもある

・毎年、ちょうど３０名集まっているので、今後も継続していきたい柏木先生

広瀬先生

香西先生

広瀬 政幸 先生 （中学１年担任） →  自分の英語との出会いは大学時代のＥＳＳ
[ お話の概略 ]
・今の英語教育は、読む・書く・文法が中心で、英語の中身を問う教育ではない

・また英語教育の全ては大学受験を目的としているので、読む・書くが主流

・その中で、藤嶺では話せる英語教育にも力を入れており、英語スピーチも実践させている

・自分としては、独力で英語の文書を書きプレゼンするような力を身につけさせたいと思っている

・習熟度別クラスで授業しているが、Ｃ・Ｄクラスの生徒達のやる気を出させる為に廃止を考えている

・東大に入ることだけがＯＫという教育にはしたくない、藤嶺だからこそ人間教育も充実させたい

・自分も昔、ﾃﾞﾝｼﾞｬﾗｽ(dangerous)をﾀﾞﾝｹﾞﾛｽと読んで恥をかき、その悔しさから英語を勉強した

・下のクラスだから諦めるような教育ではなく、優秀な生徒と一緒に恥をかいてでも発奮させるようにしたい

香西 義之 先生 （高校３年担任） →  自分の英語との出会いは大学時代のＥＳＳ
[ お話の概略 ]
・今の日本は英語だけ検定があり１級２級とあるが、数学微分検定などはない、なぜ英語だけと思う

・またＴＯＥＩＣで８５０点以上は自由に英語が使えるとあるが、自分は８５０点以上取っているがそうではない

・そもそもペーパーテストの限界を感じており、入試で英語の実力を本当の意味で問うのは難しい

・言葉は会話をするツールであり、会話があってこそコミニュケーション・キャッチボールができる

・その反面、大学受験は知識のツールであり、会話を求めてはいない

・自分は生徒達に豊かな英語を教えたいと思っているが、大学受験英語がある限りそれが出来ないでいる

・もちろん大学受験で成果がでるような授業をしていくが、豊かな英語教育もできる限り実践していきたい

・英語教育の真の目的は、「世界平和」の実現だと思う

最後に、校長先生からお話

・３人の先生がどのような話をするか

興味深かったが、本音で話していたと思う

・学校の方針と違うことを話したら、と心配

したが、そんなことはなかった

・担任の先生以外の話を聞くのも良いもの

なので、このような行事には今後とも

是非参加して欲しい

フォーラム終了後、約６０名の保護者と校長先生、先生方に

ご参加頂き、懇親会を「遊行寺」の大広間で催しました

ＰＴＡでは、また次の企画を考えますので、今後とも、是非、

行事にご参加下さいますようお願い致します

藤嶺藤沢中学高校ＰＴＡより


